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重量
現代の余暇行動研究を含む社会科学一般は、

経験主義と実証主義によって強く支配されてい

るといっても過言ではない。かつて17世紀の

ヨーロッパに耳目芽した近代自然科学の『方法』

は、その後の近代社会科学の発展に大きな影曹

を与えた。そして自然科学の方法論的基盤であ

る要素還元主義と、数量的かっ力学的世界観は

余暇行動研究の中にも確固とした地位を築いて

いる。多くの余暇行動研究者は、人間行動が最

も単純な要素に還元できると考え、それが現象

としての余暇行動を理解する上での究極的な単

位として利用できるという立場をとっている。

本論文では、現在の余暇行動研究の方法論の動

向を吟味し、それに批判と考察を加えること

を目的としている。

人間行動は r工学』できうるか?

自然科学の方法により、社会現象や観察可能

な個人の行動を数量的に捉えようとする試みに

は古くより様々程批判が加えられてきた。たと

えば、 Parsons1)は、社会データはひじように

複雑であり、それを操作的に分析することは、

現実を過度に単純化する危険があると警告し、

Sjorber官2)は、社会システムの多くの局面が、

自然科学的分析によっては理解できないことを

示唆した。我田では、佐和 3)が極端な数量主

義に支配されている経済学を批判し、新しい日

本の風土に見合った和製経済学を提唱してい

る。また田村は、社会学における社会調査が

『社会学をJ思弁的・観念的な束縛から開放し

て、社会学を経験的、実証的なものにしてゆく

上で寄与した』としながらも、それが過度に

『機械化』された結果、本来認識すべき対象で

ある社会や人間が見失われてしまったと批判し

ている。

余暇行動研究においても、このような社会科
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学の一般的傾向である数量主義は根強く残って

おり、測定可能な現象のみが研究対象として分

析の楚上に乗せられているのが現状である。

余巌行動研究における量的アプローチ

量的アプローチには、記述的アプローチと科

学的アプローチがある。前者は例えぽ、参加者

数や売上げ高といった日常一般的な概念を量的

に調査するもので、いわゆる調査研究や応用研

究 (appliedr田岨rch)がその範暗にはいる。そ

の一方、科学的アプローチとは、科学的な構成

概念や仮説を量的に測定、検証するもので、そ

こでは理論の発展に主眼がおかれる。

余暇行動研究における記述的アプローチは、

レクリヱーション活動への参加者調査に代表さ

れる需要分析がその主たるものである。 8evins
とI/ilc澗 Jによれば、 1959年から78年に22の全

図的規模のレクリヱーション調査が行われ、そ

れらは、公共政策や公共投資に大きな影響を与

えている。しかしながら、これらの大規模調査

に対する極端な『客観』化、 『大容量』化、断

片=非包括化、そして脱人間主義化という批判

は現在も根強く残っている。

科学的アプローチでは、より正確な科学的知

識を得るための測定方法に工夫が加えられてい

る。その中でも仮説的構成概念をより正確に測

定するための操作チェック(阻nipulation
chaeck)が行動科学全般のなかで重要視される

傾向にある。特にマーケティング研究や消費者

研究において測定方法の妥当性や信頼性老検討
した研究が多く見られるようになった5)6)7)。

余暇行動研究では特に心理学的アプローチにお

いて人間のレジャ一時の心の状態を測定する方

法に工夫が試みられている。例えば、 Graefら
8)は、日常経験を測定するための経験サンプ

ル法 (Ex開 ri閉館 Sampling Method)を用いた。

ESMでは、被験者はポケット・ベルを常時携帯

し、それが鳴った時点で、自分自身の情緒的、

認知的状態を記入することを義務づけられた。

これにより、その時々に被験者が行っている活

動が、どの程度外発的に、あるいは内発的に動



機づけられたものであるかが測定された。

Mannel9Jはまた、余暇行動における精神経験

(配ntalexper ience)の重要性を強調し、認知

的構成概念の測定の必要性を示唆している。す

なわち個人のレジャー経験は、態度、信念、知

覚といった精神経験によって形成される意識上

の経験であると考え、そのため実験室を利用し

た認知社会心理学の方法が有効であると提唱し

ている o

このように量的アプローチでは、現象の数量

化への工夫、新しい現象の概念化などの動きが

自につくが、量的表現をより精密にするための

『測定法』に関する研究は、余暇研究のなかで

はまだ充分とはいえず、これから充分な検討が

加えられるべき領織であると思われる。

余暇行動研究における質的アプローチ

質的アプローチは3つの方法に大別できる。

ひとつは探求的アプローチ (exploratory 
8Pproach)であり、臼常的経験の中から科学以

前の知識を用いながら、科学的構成概念を生み

出してゆくことを目的とする。この方法は、量

的アプローチの初期の段階で用いられている場

合が多い。

第二の方法は、臨床的アプローチ (clinical 
approach)と呼ばれ、量的データを使わずに問

答と観察により、そしてそれに準科学的概念を

応用することによって現象を理解する方法であ

る。この方法は、治療レクリェーションやレジ

ャー・カウンセリングの分野での将来の発展が

予想されるが、現在のところ研究はそれほど活

発ではない。

第三は現象学的アプローチであり、近年、余

暇行動研究の分野で注目をあびている。
，10) Csiksz四 tmihaJyj1v，は、現象学的アプローチを

用いてフロー経験のモデルを提唱した。最近で

は、 Harper"が余暇科学における現象学の意

味とその利用について概説し、 8randenburg凶 F

は現象学的仮定のもとに、個人の実際のレジ

ャー認知を理解しようと試みている。この方法

においては、 『個人の行動を形成する現象は、
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行為者によって認知された現象であり J13)、

データは個人の実際の知覚より得られるべき

で、外的に課せられた動機や満足といった心理

学的紙念から得られるものではない。確かにこ

のアプローチの方法は、複雑な現象を包括的に

把握し、理解するには便利であるかもしれな

い。しかし量的データの不在は、科学的知畿の

集積、分析、評 者困難にし、現在のパラダイ
ム(通常科学 PtJIの中で、このアプローチの

方法にはあまり高い評価は与えられていない。

鐘益
余暇行動研究の方法論は、現在2つの方向に

進みつつある。ひとつは量的アプローチの測定

方法と統計的手法の精激化であり、他は、質的

アプローチへの研究者の関心の高まりである。

科学的に定義づけられた観念を変数化し、測

定する作業には、細心の注意が払わらなければ

ならない。妥当でなく信頼性の低い測度は、誤

まった研究の結果を招くだけでなく、研究の発

展を阻害する。またデータは、単に理論の検証

だけでなく、その発展と改良を目的に得られる

べきであり、研究者自身が研究の方法(技法}

と目的を充分に理解していなければならない。

その一方、これまで余暇行動研究のなかで必

要条件であった現象の数量化に対する神話が消

え、質的なアプローチが見直されるようになっ

てきた。 1982年に創刊された rLeisureStudie 
SJは、重要素還元主義と数量主義をできるだけ

排斥しており、参与的観察や社会踏査がポピュ

ラーな方法として用いられている。このジャー

ナ)¥1は、これからの余暇行動研究が発展してゆ

く上でのひとつの道標となるのではないかと思

われる o




